みんなでつなぐ「田んぼの生きもの調査」ネットワーク

～生きも調査活動全国実態調査～

・データベースに掲載をしない項目は非掲載の欄にチェックを入れてください。

・主な活動地域につきましては、県名までは公開させていただきますのでご理解下さい。

Ⅰ．生きもの調査を主催するグループ・個人の概要についておたずねします。

	設問
	記入箇所
	非

掲載

	グループ・個人名等の名称
	・法人格の取得　　　有・無　
	

	所在地・連絡先等
	〒
	

	
	連絡先担当者氏名

役職・係名等
	
	

	
	電話番号/ FAX
	
	

	
	メールアドレス
	
	

	
	ホームページURL
	
	

	代表者氏名・

役職等
	
	

	事務局設置
	有・なし
	事務局の人数
	人

	活動実績について
	グループの設立は何年ですか
	　　年　　月頃
	実際に活動を始めたのはいつですか
	　　年　　頃


Ⅱ．生きもの調査の概要についておたずねします

	設問
	記入箇所

	主な活動地域はどこですか
	例：●●県●●市●●地区

	生きもの調査実施についてお答えください。
	調査対の場所について、あてはまるものすべてチェックしてください。

　□：田んぼ　□：あぜ　□：水路　□：ため池　□：河川　□：休耕田

　□：ビオトープ　□：地区や集落全体　□：その他（　　　　　　　　　　　　　）

調べている生きものについて、すべてチェックしてください。

□昆虫（水中）　□昆虫（陸生）　□は虫類　□両生類　□鳥類（水鳥）

□鳥類（陸鳥）　□ほ乳類　□植物　□土壌生物・水中微生物・イトミミズ等

※具体的な調査の対象がある場合は、調査対象リストを添付してください

・調査は年間に何回実施していますか。（　　　　　　　回）

・具体的な調査時期を教えてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・調査において，用意している道具があれば，すべてチェックしてください。　　　

□マニュアルやガイドブック（具体的に；　　　　　　　　　　　　　　）　

　□調査道具　（具体的に；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　□調査票　　　　　□図鑑　（具体的に；　　　　　　　　　　　　　　）　

　□その他　（具体的に；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	設問
	記入箇所

	調査方法について、お答えください
	下記の選択肢から該当する項目をチェックしてください（該当する項目全てにチェック）

□：定時・定点観測を実施している

□：時期や場所を定めずに適宜実施している

□：特定の種を定めて個体数の調査をして経年変化を調べている

□：特定の生きものを定めず生きものの種類の変化を調べている

□：生きものを捕らえるために網等の道具を使っている

□：生きものの棲息環境を調べるための観測器具（PhやDoメーター）を使っている

□：道具は使わず主に目視で確認し種名を記録している

□：その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	生きもの調査への参加者について　お答え下さい。
	調査に参加されている方やグループについて教えてください。

（該当する項目総てをチェックしてください）

□：環境ＮＰＯ　□：自然保護団体　□：市町村役場　□：教師

□：大学　　　　□：高校　　　　　□：中学校　　　□：小学校　

□：地域住民　　□：地域活動団体　□：自治会　　　□：地域生協　　　　　　

□：農業者　　　□：漁業者　　　　□：山林経営者　□：産直交流消費者

□：農協　　　　□：漁協　　　　　□：森林組合　　□：土地改良区　

□：その他団体

その他具体的にありましたら、記入をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・各調査に参加している平均人数を教えてください。およそ　　　　人くらい

	専門家との連携について教えてください。
	　調査方法や生きものの名前の同定など，アドバイスや解説してくださる方は

　参加されていますか。
　　　　□　：は　い　　　　□　：いいえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・「は　い」と答えた方へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

→参加されている専門家や指導員の方の所属を教えてください。

　　□：主催団体　　　□：博物館　　　　　　□：小・中・高校の先生

　　□：大学関係者　　□：農業試験場など　　□：地元の愛好家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　□：他の環境NPO（具体的に；　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□：その他（具体的に；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　


Ⅲ．生きもの調査の課題やこれからについておたずねします。

１．調査活動での課題やお困りの点についてお答えください。

	設問
	記入箇所

	調査活動での課題・なやみ
	調査活動での課題で該当する綱目をチェックしてください（いくつでも）。

□：専門的知識をもつスタッフが少ない

□：採取した生きものの同定に時間がかかる
□：調査手法が毎回まちまちで、体系化されていない

□：よいマニュアルや図鑑がみあたらない

□：調査結果をどう扱ったら良いか分からない（分析や解析が難しい）

□：調査参加者を集めるのが大変

□：調査場所フィールド周辺で集会所など、人が集まれる場所の確保が難しい

□：調査経費の確保が難しい

□：他の組織と連携したいが、どうしたら良いかわからない

□：その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


２．今後の調査活動の意向にお答えください。

	設問
	記入箇所

	今後の調査の意向について
	今後の調査の意向についてあてはまるものすべてに、チェックしてください

□：生きもの調査を本格的にしたい（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□：生きもの調査活動全体を指導してもらいたい（具体的に：　　　　　　　　　　　）

□：調査結果の活用方法を指導してもらいたい（具体的に：　　　　　　　　　　　　　）
□：地域の生産者と連携して調査をしたい

□：地域の食文化や暮らしと生きもの関係を模索したい

□：森から海までの地域の生きものマップを作りたい

□：他の地区の生きもの調査と連携して情報交換をしたい

□：「農地・水・環境保全向上対策」等の補助事業を活用したい

□：地域の行政や農協に協力してもらいたい

□：その他（具体的に）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


Ⅳ．その他

	貴団体・グループのアピールポイントを一言、ご記入ください

	


	生きもの調査を普及していくためには，どのようなことが必要と思われますか。

	□法制化などの整備　　□金銭などの補助制度の拡充　　□啓発活動の促進　　　□マスメディア等への積極的な宣伝　□その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	お知り合いで、田んぼの生きもの調査や食農教育、環境教育等を実践しているグループ・個人がありましたら、ご紹介ください。

	


　※よろしければ、このアンケート用紙をコピーして配布していただければ幸いです。

	今後、生きもの調査関連の情報をメーリングで送信をしたいと思います。

	□：メーリングリストの掲載を希望する（メーリングリスト用アドレス：　　　　　　　　　　　　　　）
□：メーリングリストの掲載を希望しない。


ご協力ありがとうございました。

ご協力いただいた回答を整理し、生きもの調査に関するQ＆Aや諸団体との連携の促進、調査データの共有、技術的なサポートに役立てるデータベースの構築を目指したいと思います。
◆アンケート監修
・特定非営利活動法人　生物多様性農業支援センター
・農林水産省　大臣官房環境バイオマス課　地球環境対策室
・独立行政法人　農研機構　農村工学研究所　農村環境部　環境評価研究室
■アンケートの内容、お問い合わせは、下記までお願いします。
NPO法人生物多様性農業支援センター
担当：遠藤淳式（えんどう　あつのり）　林賢一（はやし　けんいち）
電話：042-711-7015　ファックス：０４２－７１１－７０１６
e-mail:ank09@wehab.jp






